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長寿企業に学ぶ良い会社の秘訣
前川 洋一郎

第６回　家伝と社伝は両睨みで

連 載
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地域社会のお手伝いをする…「家督」と「家業」
の相続を「家伝」と呼ぶ。
　事業をオーナーとして、または経営責任者とし
て引継ぎ、企業の社会的責任を遂行する…承継を

「社伝」とよぶ。
　同族企業とは、税法上では親族の持ち株比率
50％以上の企業とされるが、斯界では、①創業一
族のメンバーが経営に影響力を与えるだけの株式
を持つ。②創業一族のメンバーが経営に実質上参
画している。③次の世代も創業一族が関わる体制
になっている・・・が条件である。
　同族企業では、「家」つまり当主をはじめ、同
族までが有力なステークホルダー（利害関係者）
である。老舗の 9 割超は中小かつ同族の企業であ
るから尚のこと、承継では、「家伝」も「社伝」
も避けて通れない。

非同族所有で、プロパー等の専門経営者経営の
一般企業では、承継について「社伝」だけを考え
ればよく、経営学の教科書通りに実施できる。

家の統治が希薄化してきたとはいえ、相続とな
ると家の意識が再燃してくる。相続は民法で規定
され、会社の承継は、商法・会社法に従う。企業、

てはやりにくい。昔なら暖簾分けで、今なら小売
りチェーンへの出店支援やサプライチェーンへの
独立支援など。第 4 は天上り、天下り。昔であれ
ば取引先や分家・別家への転籍・預け。今であれ
ば、役職定年、子会社出向役員、業界組合役員、
地元世話役への紹介。第 5 は社外独立支援。昔で
あればお暇願い、今であればベンチャー、スピン
アウト。

これらは、阿吽の呼吸で人の心に訴え、一家一
門の人間関係を良好にする仕組みである（図表 3
右・参照）。

老舗の承継では「理の入口」と「情の出口」の
双方を重視している。時には理不尽に立ち向かう
勇気もいるが、家族の負の財産、お年寄りの世話、
一族の面倒、祭祀を引き継いでこそ、「家」の正
統性を承継することになる。何よりも創業者を敬
服することから始まり、すべてのステークホル
ダーから祝福されてこそ　正当な後継者である。
一方に片寄ると、相続が争続となり、トップ交代
が抗争となり、醜いお家騒動となる。

経営者、オーナーは一代ごとであり、どうして
も永遠であってほしいのは会社である。となると
今流には「トップは一代、会社は万代」である！

特に老舗は「家」「家督相続」と「会社」「事業承
継」との 2 つの互いに独立した法的土俵の上に
のっている（図表 2 参照）。

現代は、戦前世代に育てられた人たちが高年層
を占めている。後継者となる人は新民法下で育っ
た若い世代が中心である。グローバル化で社会構
成も多様化、家業も会社となりつつある。民法と
商法、家と会社、すなわち家伝と社伝を心して整
理して進めなければならない。

承継における理の入り口と情の出口

近世の頃より、さすが老舗といわれる商家では
後継の育成、選出、確保に 5 つの選択肢がある。
第 1 は、今も変わらぬ直系男子。第 2 は、今も同
じで子供が娘だけなら婿養子。第 3 は、番頭の抜
擢。今ならプロパー幹部の抜擢やヘッドハント。
第 4 は、よくできる丁稚・弟子の養子縁組。今も
伝統芸能や伝統工芸の世界で結構ある。第 5 は、
跡取り娘や未亡人が跡を継ぐ。今は女性社長も珍
しくない。

これらは、「理の入口」といわれ、情にほださ
れない公の心で、血も涙もない能力主義により判
断する（図表 3 左・参照）。

理の入り口で選ばれた後継者の大事な仕事は、
前任者即ち隠退する人と、承継時に勇退してもら
う人への敬愛あふれる処遇、「情の出口」の用意
である。5 つの処遇策がある。

第 1 は前任者、目上の人の隠退、しかるべき処
遇を与えて。昔ならご隠居。今なら、会長、相談
役。第 2 は当主夫人の位置づけ。家業の段階では
夫人の内助の功が大きい。昔ならご寮人さん、女
将さん、今なら専務、副社長のポスト。その夫人
も後継が登場すると、昔ならお家さん、大女将と
なって、今なら、監査役、顧問として後方勤務。
第 3 は年功者の扱い。後継者の先輩や同輩が多く

事業は創業者が起業の後、家で生業、家業とし
て形ができ、周りの協力を得て会社の形に発展す
る。その始まりは家であり、労働力、土地設備、
資本を巻き込んで成長していくのに、避けて通れ
ないのが「家」と「会社」の不即不離の関係であ
る（図表 1 参照）。昔から「殿は一代、お家は万
代」といわれ、日本に老舗が多いのは、「お家大
事」の観念が日本人の心にあるからといわれる。

「お家大事」の観念の希薄化
家という言葉は①建築物としての家屋②家族が

生活する空間③同族の財産④家族の行動基準や生
活様式⑤先祖家系や歴史を意味する。

日本の家族社会は、権威主義的直系家族集団型
であった。2-3 世代同居、親・年長の権威大で、
口伝、背中、祭祀によって道徳や行動基準が承継
され、血よりも家を繋いでいくシステムである。

近世に確立した日本の家制度で、お家大事の観
念が全階層に浸透した。近代の旧憲法では、家長
制度、家督相続制度の考え方が明文化され、日本
の近代化の推進力となった。

戦後の新憲法では、家族の規定をなくした。新
民法下では家長制の廃止、子供平等の家産相続と
なり、同族統治の意識も希薄化。家族解体、地域
衰退を招いた。

現在では、家族形態が直系家族的核家族分散型
となってきた。企業社会でも、社員全員が家族と
いう疑似大家族の考えで、高度成長を支えてきた。
家庭も会社も似た価値観であり、だから日本型経
営といわれた。しかし、日本型経営の屋台骨の家
族社会が変わりつつあり、日本型経営が緩み、企
業統治も乱れてきたのである。

「家伝」と「社伝」は心して、整理して
　一家の長として家族・同族を取りまとめる、先
祖伝来の財産を守る、冠婚葬祭の祭祀を引き継ぐ、
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この連載は、人それぞれが「大切にしている言葉」を、経営者のみならず

さまざまな立場の方から、エピソードを交えてご紹介いただくものです。
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　この言葉は、続けることの重要性、毎日たゆまなく積み重ねる
大切さを表しています。古くから座右の銘として使われる人も
多いと思いますが、私も会社を引き継いだ時に、今までに積み重
ねてきたもの、そして、これからも積み重ね「良い会社」を継続す
る意味を込めて大切にしています。継続し、力をつけるためには
努力する方向が大事であることも教わり、この言葉と一緒に、毎
年、変化する周囲の状況に向き合い、社員一丸となり進むべき方
向をしっかり見据える方針を決めています。なかなかうまくい
かないこともありますが、事業活動を通じて地道に会社力を上
げていくことが重要であると考えます。
　コロナの影響により先行き不透明な状況ですが、いかなる環
境変化にも立ち向かい、成長できる体制を見据えた経営を行う
ことで、皆様から必要とされる企業を志して参ります。
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。 ◆ 本社所在地 大阪府和泉市浦田町 482-1

◆ 主 要 製 品 自動車、二輪車関連の
冷間圧造部品

◆ 設 　 立 1941年（昭和 16 年）
◆ 資 本 金 5,000 万円
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